
News 

食品・栄養化学研究室 

新 ロゴマーク 
 

本研究室のロゴマークがついに

完成した。 

 

大きな○５つは五大栄養素を表し、

大地が育んでいる成分（白く霞が

かっている部分）を吸収してでき

た食品が含んでいる成分が、人

に生命を与えていることをイメー

ジしている。点が表現しているの

は Mighty の M。ただし、これには

別の意味が込められているようだ

が…。 

作成していただいた方にお礼申し

上げます。 

 

縦割りコンパ 
 

１１月２２日(金)、毎年恒例の応用

生命化学講座（コース）の縦割り

コンパが開催された。一次会は

LANS BOX での立食パーティー、

二次会はＦ棟学生部屋での座談

会となり、多くの３回生が入れ替

わり立ち替わり来訪してくれた。 

 
二次会開始前。机にずらっと並んでい

るのは寿司２００カン、惣菜、そしてお酒。

３回生（座っている３人）はやや緊張気

味のご様子…? 

 
研究内容について説明する藍原祥子

助教（左から二番目）と、真剣な眼差し

で聴き入る３回生（左端、中央、右から

二番目）。そして、話を聞きながら何か

を思った Jarukan Lamubol（M1、右端）。 

 

農学部ソフトボール大会 
 

１１月１７日（日）、農学部研究室

対抗ソフトボール大会が開催され

た。食品･栄養化学研究室からは

水野雅史教授とＦ棟組が参戦し、

大澤教授率いる動物多様性利用

科学研究室チーム＋大澤教授の

息子さんとの合同チームで試合

に臨んだ。 

 
水野研・大澤研合同チーム 

一試合目（vs.地域Ａ）は、ほぼす

べてのチームが学生主体の中、

「水野研・大澤研合同チーム」は

スタメンに先生３人を並べ挑んだ。

背番号とポジションは次の通り。 

1.ライト: 横山友紀（M1） 

2.ショート: 柴田（大澤研 M2） 

3.サード: 大浦圭吾（M1） 

4.ファースト: 大澤晋（息子さん） 

5.レフト: 桑田崇志（M1） 

6.センター:辻川（大澤研 M1） 

7.ピッチャー: 野本先生 

8.キャッチャー: 大澤先生 

9.セカンド: 水野先生 

３回まで野本先生の力投や水野

先生の堅い守備、大澤先生の采

配により、１－２と良い試合を繰り

広げたが、４回に連打を浴びて力

尽き、最終結果は１－９の完敗。

唯一の打点は、横山（女子は３イ

ニング出場で１点加算されるルー

ルによる）。 

 
左：Jarukan（M1、右）に熱血指導する

元高校球児、大浦（M1、左）。右：指導

の結果やいかに!? 

二試合目（vs.土壌）は外野をすべ

て女子にする驚きの采配を見せ

たが、先頭バッターに外野を抜か

れ、予想通りのホームランを打た

れるという厳しい立ち上がりとなっ

た。 

1.キャッチャー: 髙間義晴（B4） 

2.ショート: 柴田（大澤研 M2） 

3.サード: 大浦（M1） 

4.ファースト: 大澤晋（息子さん） 

5.レフト: 岸本（大澤研 B4） 

6.セカンド: Jarukan（M1） 

7.センター: 橋本佳奈子（M1） 

8.ピッチャー: 野本先生 

9.ライト: 大竹春花（B4） 

しかし、その後はるばる河原町か

ら来た助っ人、大澤晋さんのホー

ムランなどで逆転し、９－６で勝利

を収めた。 

 
試合の形勢が逆転…！「いっけーっ!!」

盛り上がるＦ棟ガールズ。左から大竹

（B4）、横山（M1）、岡早紀子（B4）、橋

本（B4、奥でバンザイ）。 
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下秋さん、ご結婚！ 
 

１１月１０日（日）、本研究室の OB

である下秋智寛さん（１０年度修）

が結婚された。お相手は下秋さん

が部長を務めたテニスサークル

の後輩だそう。 

 
お祝いに駆け付けた食品 OB・OG たち。

二次会で新朗新婦を囲んで記念撮影。 

 

ご結婚おめでとうございます! 
末永くお幸せに!! 

 

論文・学会発表 

学会発表） 

第６回セラミド研究会 学術集会

（札幌) 平成２５年１１月７-８日 

○桑田崇志, 西谷洋輔, 馬場健史, 

野嶋潤, 大戸信明, 桒原浩誠, 橋

本堂史, 水野雅史 「マクロファー

ジ中の IL-23 mRNA 発現を亢進

するパイナップル果実由来グルコ

シルセラミド代謝物の検討」 

要旨集 p.13 

 

編集後記 

来月は日本農芸化学会関西支部

会 第４８２回 講演会での本研究

室の学生の雄姿をお伝えします。

そして、いよいよ伝統（?）の六甲

山マラソンの季節がやってきまし

た。今年は大人数で走ります。私

は皆の完走の喜びを写真に収め

たいと思います。 

滝沢彰良（M1） 


